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TUFS–ラーニングコモンズ
佐野 洋
　
ラーニングコモンズは、 「主体的な学習のための共有
スペース」のことです。学生の皆さんの、学習のための主体的な取組み、すなわち学生同士が活発に議論したり、多様なリソース（図書館の蔵書文献だけでなく、電子図書やインターネットを通じた検索など）を駆使し、情報を得て知識を深めたり、学生が共に考えたりする場でもあります。既に国内の幾つかの大学で導入されています。学生が主体的に学ぶ学習環境の充実を目指 ものです。　
二〇一一年一〇月、ラーニングコモ ズのサービスの
一つとして本学附属図書館は、学習相談デスクを図 館二階に開設 ました。そこでは 「多言語コンシェルジュ」と称する本学大 院生が、学生の皆さんのさまざまな学習の悩み（問いや課題、調査方法、検索手段 ど）に応え、皆さんの学び方の技法
（リテラシー）
を向上させるべ
く努力していま 。　
二〇一二年四月からは、附属図書館四階に学習空間
「
T
U
F
S–
ラーニングコモンズ」が整備されています。
P
Cを利用できるグループ学習ゾーンや様々な人数の
バリエーションに対応可能な可動式デスク、対面サービスカウンタ などの特色がありま 。ここでは グループ学習ができたり、
I
T機器やインターネットを通じ
た情報サービスを使って能動的に学習ができたりする学習環境が用意されています。学習相談デスクも、 の学
習空間の中で発展的に提供されます。　
T
U
F
S–
ラーニングコモンズは、附属図書館内にあ
りますから、図書館全館に集積されている紙媒体資料にすぐにアクセスできるほか、インターネットに接続した
P
Cと無線
L
A
N設備（総合情報コラボレーションセ
ンター〔
I
C
C〕が提供）などを通じて、電子ジャーナ
ルなど電子空間上のメディアや資料にアクセスし、利用できます。そして、多言語コンシェルジュは、学生の皆さんの学習上の悩みや問題を丁寧に手助けします。　
T
U
F
S–
ラーニングコモンズは、図書館の新たな学
習とコミュニケーション空間（学術情報の共有資源の場）であり、 教育研究と学生生活の実空間と仮想空間（情報通信技術〔
I
C
T〕を活用した共有資源の場）でもあ
ります。なお、本学附属図書館は、月曜日から日曜日まで開館していますし、
I
C
Cの情報基盤サービスは二四
時間三六五日無停止 す。こうして、
T
U
F
S–
ラーニ
ングコモンズは、膨大で多様な学術コンテンツと学生皆さんを結び付ける役割を果たし そ 中での皆さんの主体的な学習行動を通じて、学習が進捗するだけでなく、学び方の技法（リテラシー）を向上させることができます。附属図書館と
I
C
Cは、皆さんの積極的な利用を
希望しています。
（さの・ひろし
　大学院総合国際学研究院／
総合情報コラボレーションセンター長）
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【日本語で書かれた図書　ベスト10】
Rank Title/Author 請求記号
1 日本語能力試験 : 1・2 級試験問題と正解／日本国際教育協会 , 国際交流基金著作編集 A/a07/112-1/18
2 日本語のシンタクスと意味／寺村秀夫著 A/a6/58/1
3 独検過去問題集／ドイツ語学文学振興会編 L/a7/602066/2004AV
4 みんなの日本語／スリーエーネットワーク編著 A/a7/515352/2
5 ことばの科学 : 言語学研究会の論文集／言語学研究会編 A/a9/31/1ｲ
6 英語音声学入門／竹林滋 , 斎藤弘子共著 K/a1/629694
7 カラマーゾフの兄弟／ドストエフスキー著 ; 亀山郁夫訳 A/9S-8/D724-8/1
8 想像の共同体 : ナショナリズムの起源と流行／ベネディクト・アンダーソン著 ; 白石さや , 白石隆訳 A/311/356a
9 現代日本語動詞のアスペクトとテンス／国立国語研究所著 A/a5/138
10 動詞意味論 : 言語と認知の接点／影山太郎著 A/810/450/5
【日本語以外の言語で書かれた図書　ベスト5】
Rank Title/Author　　　　　　　　　　　　　 請求記号
1 Naissance et signification de la Déclaration universelle des droits de l'homme / Albert Verdoodt　　★世界人権宣言の誕生と意義 【フランス語】 N/323/3
2
La déclaration universelle des droits de l'homme et le catholicisme 
/ Philippe de la Chapelle　　★世界人権宣言とカトリシズム 【フランス語】
N/329/17
Semantics v. 2 / John Lyons　            　　　　  　★意味論 【英語】 1/F4/L99/2
4 Pragmatics / Stephen C. Levinson　        　　　　★語用論 【英語】 K/810/633
5
Grammatica essenziale di riferimento della lingua italiana / 
Giampaolo Salvi, Laura Vanelli ★イタリア語基本文法レファレンス 【イタリア語】
R/a5/517005
Tense / Bernard Comrie　                    　　　　　　★時制 【英語】 K/815/50ｳ
2011 年貸出ランキング
2011 年 4月 1日〜 2012 年 2月 17日の附属図書館貸出ランキングです。日本語で書か
れた図書では、例年通り言語学関係が上位を占めましたが、今回は試験問題集が 1・3位
となったのが目を引きます。日本語以外の言語で書かれた図書では、昨年の英語図書独占
が崩れたこと、言語学以外（社会科学・歴史）が 1・2位となったことが特筆されます。
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［文責］村上遥　［イラスト］CHOHEEJIN
2011 年 10 月～ 2012 年 2 月ま
では、９名で活動。おもに博士
前期課程の大学院生で構成さ
れ、その専門地域はヨーロッパ
から中東、東アジアまでを広く
カバー。その専門分野も国際法、
言語学、文学など多岐にわたる。
メンバー解析
多言語コンシェルジュ
多言語コンシェルジュ自身の言葉
で表現してもらいました。
「漠然とした不安感を
具体化するお手伝い
をしています」
「みんなの本当にやり
たいテーマをひきだ
して、導く、それがコ
ンシェルジュだ！」
「私と一緒に朝鮮語の
勉強やってみません
か？　限りなくネイ
ティブに近い発音で
ご説明致します。サランヘヨ 」
( 編注 : ネイティブです）
　2011 年 10月、本学附属図書館の一角に「学習相談デスク」が誕生したのをご存じだ
ろうか。「学習相談デスク」といっても、決して私たち図書館員や、先生が座ってい
るのではない。9人の選ばれし大学院生、その名も「多言語コンシェルジュ」が、時
に温かく、時にユーモアたっぷりに、そしていつも真剣に、学習の悩みを聞いてくれ
る、相談に乗ってくれる。「先輩が相談所、始めました」。それが学習相談デスクなのだ。
「具体的な質問でなくてもいい。むしろ、行き詰ったとき、自分の思考を整理し
たいとき、自分の考えをジャッジされない場所でただ話してみたいとき、お手伝
いができればと思います」（メンバー）。
　困ったら先輩が、そこにいる。
　それは、レポートを書くとき、卒論のテーマを決めるとき、とても心強い味方だ。
そんな「学習相談デスク」は、2012 年 4 月、附属図書館の 2 階から 4 階へ。新しく
生まれ変わった学習空間「TUFS ︲ ラーニングコモンズ」の一角へ移転して、新たに、
始動する。新しい学習相談デスクへぜひ足をお運びください。
Whatʼs
多言語コンシェルジュ？
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学習相談デスク
はここに移動 !
4階旧グループ閲覧室エリアに誕生した
広々とした学習空間。愛称「＠ラボ」。
※執筆現在はまだ完成していないので、予想図です。
TUFS-ラーニングコモンズ
去年の秘密マス
コット !　今年は
どんなキャラに出
会えるかな
メンバー考案隠れキャラ「LC君」
アット
～「学習相談デスク」にようこそ！～
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●多言語コンシェルジュとラーニングコモンズ　
二〇一一年三月、附属図書館が近年計画していたラーニン
グコモンズを実現できることが決まった。ラーニングコモンズは、くつろげる学習スペースの整備にとどまる例も多いのだが、当館では、学習サポートにさらに一歩を踏み出し、 「多言語コンシェルジュ」 （本学大学院生を採用）の学習相談を盛り込むこととした。　
当館にとって、この「
T
U
F
S–
ラーニングコモンズ」は、
蔵書を備え提供し利用法をガイドす 従来の間接的な学習支援から、直接的な学習支援の領域へ踏み込む画期的な出来事である。　
この一年は、いささか理念先行的なこの計画を具体化し実
現する作業に明け暮れた。多言語コンシェルジュをどう募集し仕事の範囲をどう定めどう指導するか。施設プランや備品をどうする か。図書館長や委員の先生方のアドバイスを受けながら職員間でも議論を重ねた。　
改めて考えると、ラーニングコモンズを図書館で実施する
意味は、冊子と電子、さまざまなメディアのコンテンツの宝
庫を、 学習と結び付けることにある。そこで、 多言語コンシェルジュには事前研修で図書館の蔵書の配置や基本的なデータベースの使い方を身につけさせ、情報検索力を高めることを重視した。このことは、学習相談を開始した後、大きな効果を上げることにつながった（実際の学習相談では、役に立つ資料 明確に見付け出すことが解決の手がかり なることが多かった） 。一方、学習相談の方法そのものはわれわれ図書館員には教えることができないので、先駆的なセミナーの受講を手掛かりにし、教員のサポート体制を用意して手探 で進めることとした。　
実際に集まった多言語コンシェルジュの大学院生は、皆非
常に質が高く、事前研修 は戸惑いもあったようだが すぐに仕事の意義を理解してくれた。ラーニングコモンズ計画中に実施した学生利用者アンケートでも 大学院生 よる学習相談へのニーズは高く（学部生の五四％が希望） コンシェルジュたちも準備を進めるうちに次第に後輩の学習 悩みに役立ちたいという熱意 て れた。外大生の勉強熱心は日頃から多数目の当たりにするところで、学習相談 求めニーズがあって良質で意欲的なコンシェルジュを揃えられたのだから、学習相談デスクがすぐ とはいかなく も遠かず成功することを確信した。　
一〇月三日の仮設デスクでのサービス開始まで、彼らコン
シェルジュ 不安と緊張はかなりのも だっ が、ぽつりぽ
この一年の附属図書館の大きな動き二つを紹介する。図 館この一年
　二〇一一年四月〜二〇一二年三月
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つりと相談が来るにつれて（一日二〜三件、 一件平均三〇分） 、責任の重さを感じる反面、仕事の面白さとやりがいを実感していったようだ。一一月からは、職員も加えて広報、ガイダンス、学習資料作成の三班に分か 学習相談のみならず利用者増と学生のリテラシー向上のための活動が活発化した。この頃からのコンシェルジュの自発性とチームワークには目を見張るものがあり、全体ミーティングやコンパを経て互いにニックネームで呼び合うほどで、生き生きとしたサークル活動の感さえ生まれた。教員 協力を得て授業との連携の試みも行われた。知名度が上昇し 利用件数も漸増して学期を終えたことは喜ばしい。　
施設整備の面では、利用者をよく知る現場職員の意見を多
く取り入れ、改修工事ゆえの制約 多いながらも、各種 プレゼン用機器も備え、さまざまな学習 ニーズにフレックスに対応できる明るい空間を目指して 。執筆現在は改修工事の最中だが、四月には附属図書館四階に「
T
U
F
S–
ラー
ニングコモンズ」がオープンし 多言語コンシェルジュの習相談デスクもここに移る。われわれも準備に追われな ら、いつになく楽しみな春を迎えようとしている。　
ラーニングコモンズは大学図書館の近年 流行ではあるが、
思えば図書館は古くから学びの場であり、書物と知を通して出会いと集 の場であった。そうした場の環境を整え ラーニングコモンズは、むしろ図書館の本質 根差す のとも言
えよう。多言語コンシェルジュと「
T
U
F
S–
ラーニングコ
モンズ」がこれから本学の文化に溶け込み新しい学習の世界を広げていくことを強く願う。●学部改編にともなう図書整備　
本学が二学部となり新しい領域が生まれることで、その学
習・研究に必要な図書が ちろん必要になる。アフリカ、中央アジア、ベンガル、オセアニア、ラテンアメリカに関する図書を特別経費によりおよそ五千冊購入した。かつて当館の年間受け入れ冊数は一万冊強であった（近年はさらに増）ので、短期間にその半分近い量を買ったことになる。関係教員の尽力で選定を進めたが その整理費・配架スペース・移動作業は今後も悩みの種である。蔵書が多言語 渡る当館は、日本語・英語が大部分の他館と比べ、整理の労力は少なくとも倍以上であろう。ともあれ、われわれ 日々 仕事 、新しい姿となる本学の質の高い教育と研究をこれからも支えていけるよう願ってやまない。
　　　
（学術情報課専門員
　
綾部輝幸） そうだ ! 多言語
コンシェルジュ
に相談しよう !
レポート、プレゼン、卒論…さあ困ったどうしよう？
